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題字　今井 敬氏

新

い
し

顔

新

い
し

顔
A New Face

大阪地区市況

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
軟
化
傾
向

メ
ー
カ
ー
制
限
で
荷
余
り
感

カネヒラ鉄鋼
新 中 計

業
務
効
率
化
を
推
進

一
貫
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
へ

前
期
、減
収
減
益
に

輸
出
関
連
減
少
な
ど
響
く

スチール

本
社
を
新
築
移
転
へ

新
社
屋
は「
癒
し
の
空
間
」

ＡＯＳ工法が
100橋梁突破
小規模橋梁向け

リ
ノ
ブ
リ
ッ
ジ

南
ア
炭
鉱
操
業

規
制
が
緩
和

コ
ロ
ナ
対
策
講
じ
な
が
ら

千葉県

工
業
振
興
功
労
者
を
表
彰

鉄
鋼
業
界
か
ら
も
受
賞

前
3
月
期
決
算

説
明
会
を
中
止

Ｊ
Ｆ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
ズ

大
ス
協
、総
会

書
面
審
議
に

野
球
大
会
も
中
止

マ
ッ
ク
ス
決
算

発
表
を
延
期

地
域
貢
献
賞
の

表
彰
式
を
中
止

日
鉄
Ｓ
Ｇ
ワ
イ
ヤ

5
月
の
技
術

競
技
会
中
止

京
都
府
溶
接
協
会

グ
ル
ー
プ
会
社
で

コ
ロ
ナ
感
染
者

大
同
特
殊
鋼

大
阪
地
区
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
況
が
軟
化
傾
向
に
あ
る
。
先
週
中
に
メ
ー
カ
ー
の
大
半
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

荷
受
け
制
限
や
荷
止
め
を
行
う
な
ど
、
ヘ
ビ
ー
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
中
心
に
荷
余
り
感
が
生
じ
て
い
る
。
鋼
材
需

要
の
低
迷
な
ど
に
よ
る
減
産
で
メ
ー
カ
ー
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
意
欲
が
低
下
す
る
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
先
行
き
が
見
通
せ
ず
、「
先
安
懸
念
が
根
強
い
市
中
か
ら
メ
ー
カ
ー
へ
の
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
出
荷
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
が
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
影
響
し
て
い
る
」（
流
通
筋
）
と
い
う
。

同
地
区
電
炉
メ
ー
カ
ー

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価

格
（
Ｈ
2
、
17
日
時
点
）

は
、
ト
ン
当
た
り
1
万
9

0
0
0
―
2
万
5
0
0
円

前
後
。
地
区
内
で
は
4
月

2
週
目
か
ら
3
週
目
に
か

け
、
メ
ー
カ
ー
各
社
が
ス

ク
ラ
ッ
プ
購
入
数
量
の
絞

り
込
ん
だ
り
、
荷
止
め
を

行
っ
た
り
す
る
動
き
が
広

が
っ
た
。
さ
ら
に
岸
和
田

製
鋼
と
日
鉄
ス
チ
ー
ル
は

先
週
17
日
入
荷
分
か
ら
の

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価
格

を
ダ
ラ
イ
粉
以
外
ト
ン
5

0
0
円
引
き
下
げ
た
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
相
場
の

指
標
の
一
つ
で
、
関
西
市

況
へ
の
影
響
も
大
き
い
東

京
製
鉄
・
岡
山
工
場
の
特

級
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価

格
、
ア
ジ
ア
向
け
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
輸
出
成
約
価
格
な

ど
に
比
べ
て
高
値
推
移
し

て
い
る
こ
と
も
地
区
相
場

の
下
押
し
材
料
と
な
っ
て

い
る
。

地
区
内
で
は
「
メ
ー
カ

ー
の
炉
前
在
庫
水
準
は
高

い
。
入
荷
次
第
で
東
鉄
を

待
た
ず
、
購
入
価
格
を
引

き
下
げ
る
動
き
が
出
て
く

る
可
能
性
も
あ
る
」（
商

社
）
と
み
る
向
き
も
出
て

い
る
。
一
方
、
17
日
か
ら

20
日
ま
で
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

共
同
輸
出
の
船
積
み
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、「
市
中
か
ら
メ
ー
カ
ー

各
社
へ
の
出
荷
量
が
減
り

そ
う
だ
。
需
要
、
供
給
と

も
縮
小
す
る
中
、
図
ら
ず

と
も
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
化

が
進
む
の
で
は
」（
ヤ
ー
ド

筋
）
と
の
見
方
も
あ
る
。

特
殊
鋼
流
通
大
手
の
カ

ネ
ヒ
ラ
鉄
鋼
（
本
社
＝
大

阪
市
西
区
、
土
井
泰
博
社

長
）
は
、
2
0
2
2
年
を

最
終
年
度
と
す
る
新
中
期

3
カ
年
経
営
計
画
「
Ｋ
Ａ

Ｐ
（
カ
ネ
ヒ
ラ
・
ア
ク
シ

ョ
ン
・
プ
ラ
ン
）
2
0
2

0
―
22
」
を
策
定
し
、
本

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。新

中
計
は
、前
計
画（
17

―
19
年
）
に
引
き
続
き
、

2
0
3
9
年
に
迎
え
る
創

業
2
0
0
周
年
に
向
け
て

会
社
の
基
盤
づ
く
り
の
強

化
を
念
頭
に
置
き
、
販
売

量
の
強
化
、
人
材
育
成
、

Ｉ
Ｔ
の
一
層
推
進
に
よ
る

業
務
効
率
化
な
ど
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。こ

の
う
ち
Ｉ
Ｔ
化
推
進

に
つ
い
て
は
、
発
注
か
ら

納
品
ま
で
一
元
管
理
で
き

る
全
社
シ
ス
テ
ム
構
築
を

進
め
て
お
り
、
昨
年
6
月

に
は
南
港
鋼
材
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
住
之
江
区
）
の

切
断
加
工
管
理
シ
ス
テ
ム

が
稼
働
を
開
始
。
今
期
以

降
も
順
次
拡
充
を
行
い
、

将
来
的
に
は
社
内
業
務
の

効
率
化
や
リ
ー
ド
タ
イ
ム

短
縮
、
品
質
管
理
強
化
な

ど
に
つ
な
げ
て
い
く
。

同
社
で
は
「
景
気
の
先

行
き
に
つ
い
て
は
不
透
明

な
状
況
に
あ
る
な
ど
、
取

り
巻
く
環
境
は
引
き
続
き

厳
し
い
が
、
各
施
策
を
基

軸
に
し
た
将
来
像
を
し
っ

か
り
描
き
た
い
」（
土
井
社

長
）
と
し
て
い
る
。

「
お
客
さ
ま
の
声
に
耳
を

傾
け
、
加
工
・
流
通
機
能
も

含
め
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
仕
組
み
を
整
え
、
存
在
感

の
あ
る
会
社
、
組
織
に
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

88
年
東
北
大
卒
、
日
本
鋼

管
入
社
。工
程
、輸
出
、管
理
、

営
業
な
ど
幅
広
い
分
野
を
歩

み
「
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
」
と
振
り
返
る
。
19
年
に

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
に
転
籍
し
、
ス

テ
ン
レ
ス
・
特
殊
鋼
本
部
長

に
。「
Ｊ
商
は
若
手
か
ら
の
提

案
や
相
談
が
多
く
、
女
性
の

活
躍
も
目
立
つ
。
非
常
に
よ

い
風
土
で
刺
激
を
受
け
る

日
々
だ
」。幼
い
こ
ろ
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
ア
メ
フ
ト
と
さ

ま
ざ
ま
な
球
技
を
経
験
。
55

歳
、
宮
城
県
出
身
。
（
北
）

「
気
負
わ
ず
、足
元
を
見
て

惑
わ
ず
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

考
え
た
い
」。本
部
が
大
方
針

を
共
有
し
、
や
り
が
い
を
持

っ
て
働
け
る
環
境
を
整
え
、

鉄
鋼
原
料
調
達
機
能
を
高
め

て
グ
ル
ー
プ
中
核
商
社
と
し

て
全
体
最
適
に
貢
献
す
る
。

岡
山
大
工
卒
後
、
1
9
9

1
年
川
鉄
商
事
（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ

商
事
）
入
社
。
豪
州
駐
在
を

含
め
石
炭
関
連
が
長
い
。
8

年
間
の
豪
州
で
資
源
価
格
高

騰
や
急
落
な
ど
経
験
し
、
異

文
化
の
な
か
言
葉
で
伝
え
る

重
要
性
が
身
に
染
み
た
。

休
日
は
ジ
ム
で
運
動
。
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
は
英
国
ウ

イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
を
回
っ

た
。
山
中
伸
弥
氏
の
言
う
ビ

ジ
ョ
ン
と
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
を

胸
に
刻
む
。
52
歳
、
大
阪
府

出
身
。

（
正
）

管
掌
す
る
人
事
・
総
務
・

監
査
で
は
「
社
員
が
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
高
く
仕
事
に
向
き

合
え
る
体
制
を
整
備
し
つ

つ
、
常
に
業
務
が
正
し
く
行

わ
れ
て
い
る
状
態
を
作
り
た

い
」
と
抱
負
を
語
る
。
特
に

海
外
を
含
め
た
「
グ
ル
ー
プ

連
結
人
事
」
の
策
定
は
大
き

な
テ
ー
マ
と
捉
え
る
。

営
業
部
門
で
は
建
材
や
厚

板
を
担
当
。
管
理
部
門
で
は

営
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
鉄
鋼

総
括
部
や
経
営
企
画
、
人
事

な
ど
、
幅
広
い
業
務
を
経
験

し
て
き
た
。

大
学
時
代
は
ス
キ
ー
サ
ー

ク
ル
に
所
属
し
、
今
で
も
年

1
回
は
家
族
と
と
も
に
ス
キ

ー
に
赴
く
。
91
年
明
大
商

卒
、
川
鉄
商
事
（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ

商
事
）
入
社
。
52
歳
、
千
葉

県
出
身
。

（
加
）

主
に
店
売
り
営
業
で
建
材

畑
を
歩
み
「
お
世
話
に
な
っ

た
取
引
先
、
業
界
に
恩
返
し

し
た
い
。
商
社
と
し
て
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
模
索
し
て

い
き
た
い
」。足
元
の
事
業
環

境
は
「
久
々
に
悪
い
時
期
が

き
た
」
と
評
す
る
が「（
建
材

は
）
こ
う
い
う
時
代
を
繰
り

返
し
て
い
る
品
種
」
と
冷
静

に
市
場
を
見
な
が
ら
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、

工
事
を
請
け
る
、加
工
を
行

う
、
周
辺
部
材
を
販
売
す
る

な
ど
の
プ
ラ
ス
α
を
つ
け
て

今
後
の
商
機
を
探
る
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
昔
か
ら

読
書
に
勤
し
む
。
最
近
は
50

代
か
ら
の
シ
ニ
ア
割
引
を
活

用
し
、夫
婦
で
映
画
鑑
賞
に
。

91
年
早
大
教
育
卒
、川
鉄
商

事（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
）入
社
。

52
歳
、埼
玉
県
出
身
。
（
加
）

「
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
8

0
0
0
人
が
公
私
と
も
充

実
、
誇
り
に
思
え
る
連
結
経

営
体
制
を
作
り
た
い
。
現
場

と
連
携
し
、
本
社
の
管
理
と

現
場
へ
の
権
限
移
譲
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
。
古
巣
の
川
商

フ
ー
ズ
に
担
当
役
員
で
里
帰

り
す
る
の
も
楽
し
み
」

獨
協
大
法
卒
後
、
1
9
9

1
年
野
崎
産
業
（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ

商
事
）入
社
。グ
ル
ー
プ
統
括

な
ど
管
理
系
が
長
い
。
鋼
材

加
工
会
社
新
工
場
、
移
転
計

画
に
加
え
、
石
炭
権
益
投
資

手
仕
舞
い
も
思
い
出
深
い
。

高
校
時
代
は
合
唱
で
金
賞

受
賞(

全
国
3
位)

、大
学
は

学
生
指
揮
。
今
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
専
ら
音

楽
鑑
賞
。
座
右
の
銘
は
失
意

泰
然
、
得
意
淡
然
。
52
歳
、

福
島
県
出
身
。

（
正
）

「
こ
れ
ま
で
の
知
見
、
経

験
を
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
還

元
し
た
い
」
と
語
り
、「
若
い

社
員
に
は
グ
ル
ー
プ
の
外
や

海
外
で
活
躍
し
、
そ
こ
で
培

っ
た
知
見
を
生
か
し
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

88
年
に
神
戸
商
大
卒
、
川

鉄
商
事
入
社
。
ア
ル
ミ
や
レ

ア
メ
タ
ル
な
ど
金
属
原
料
畑

を
歩
み
、
05
年
に
は
急
激
な

経
済
成
長
が
進
む
中
国
・
北

京
駐
在
に
。
石
炭
を
含
め
た

原
料
供
給
の
安
定
が
課
題
と

な
り
、
信
頼
関
係
の
構
築
や

資
源
供
給
の
分
散
に
対
応
し

た
。好

き
な
言
葉
と
し
て
後
漢

書
の
一
節
「
疾
風
に
勁
草
を

知
る
」を
挙
げ「
第
二
原
料
本

部
を『
勁
草
』で
は
な
く『
勁

草
群
』に
し
た
い
」と
話
す
。

55
歳
、
兵
庫
県
出
身
。（
北
）

カ
ネ
ヒ
ラ
鉄
鋼
が
17
日

発
表
し
た
2
0
2
0
年
1

月
期
決
算
は
、
売
上
高
が

前
期
比
9
・
6
％
減
の
2

3
6
億
円
、
経
常
利
益
が

同
24
・
8
％
減
の
4
億
3

7
0
0
万
円
と
な
っ
た
。

米
中
貿
易
摩
擦
に
伴
う

輸
出
低
迷
や
内
需
鈍
化
な

ど
の
影
響
を
受
け
販
売
量

は
前
期
比
12
％
減
。
国
内

で
物
件
受
注
に
注
力
す
る

も
、
海
外
材
と
の
価
格
競

争
の
激
化
が
影
響
し
、
貿

易
の
輸
出
関
連
が
減
少
し

た
。21

年
1
月
期
は
、
前
期

比
横
ば
い
の
見
通
し
と
し

て
い
る
が
、
米
中
貿
易
戦

争
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
長
期
化
に
伴

う
輸
出
や
生
産
の
停
滞
予

想
な
ど
、
先
行
き
不
透
明

な
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、「
業
績
の
向
上
に
全
力

を
傾
注
す
る
」（
土
井
泰
博

社
長
）
と
し
て
い
る
。

毎
年
、
3
月
か
ら
4
月
に
か

け
て
公
園
へ
出
か
け
る
と
、
独

特
な
春
の
空
気
を
感
じ
る
。
冬

の
寒
い
時
期
を
す
ぎ
、
暖
か
く

な
り
始
め
る
こ
ろ
で
あ
る
。
新

緑
の
匂
い
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
今
思
う
と
、
60
年
以
上
こ

の
空
気
を
吸
っ
て
き
た
。
こ
の

空
気
を
吸
う
と
中
学
や
大
学
に

入
学
し
た
こ
ろ
、
会
社
に
入
り

社
会
人
と
な
っ
た
と
き
、ま
た
、

異
動
に
な
っ
て
場
所
を
変
え
新

天
地
で
迎
え
た
こ
ろ
を
思
い
出

す
。し

か
し
、
今
年
は
、
い
つ
も

と
感
覚
が
違
う
。
1
月
か
ら
2

月
に
か
け
て
、
比
較
的
暖
か
い

日
が
続
き
、
桜
の
開
花
が
例
年

に
な
く
早
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
桜
の
開
花
期
間
も
長
い
。

こ
れ
が
、
原
因
だ
と
感
じ
る
。

い
わ
ゆ
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
二

酸
化
炭
素
）
の
排
出
量
の
増
加

に
伴
う
地
球
温
暖
化
の
影
響

だ
。
地
球
温
暖
化
は
多
く
の
異

常
気
象
を
発
生
さ
せ
る
。
記
憶

に
新
し
い
の
は
、
一
昨
年
発
生

し
た
関
西
連
絡
橋
に
タ
ン
カ
ー

が
衝
突
す
る
事
故
を
も
た
ら
し

た
大
型
台
風
や
去
年
の
二
つ
の

台
風
だ
。
去
年
の
台
風
15
号
と

19
号
は
、
記
録
的
な
豪
雨
・
強

風
に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫
や
が

け
崩
れ
を
発
生
さ
せ
、
多
く
の

死
者
を
出
す
な
ど
、
極
め
て
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
台

風
の
勢
力
は
、
年
を
追
う
ご
と

に
強
力
に
ま
た
影
響
範
囲
が
広

域
に
わ
た
っ
て
き
て
い
る
。

一
方
、
世
界
に
蔓
延
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

で
、
多
く
の
主
要
都
市
が
封
鎖

さ
れ
、
経
済
活
動
が
制
限
さ
れ

た
。そ
の
結
果
、二
酸
化
炭
素
排

出
量
は
、
各
国
で
大
幅
に
削
減

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
国

の
今
年
の
2
月
で
は
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
去
年
の
同
時

期
に
比
較
し
て
25
％
マ
イ
ナ
ス

と
い
う
報
告
も
あ
る
。こ
れ
は
、

経
済
を
含
め
た
人
の
活
動
と
二

酸
化
炭
素
排
出
量
と
の
関
係
が

あ
る
と
い
う
事
を
明
ら
か
に
し

た
形
だ
。
世
界
各
国
が
パ
リ
協

定
で
設
定
さ
れ
た
目
標
の
達
成

に
向
け
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
を
腐
心
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
皮
肉
な
結
果
で
あ
る
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

が
い
ず
れ
沈
静
化
さ
れ
、
経
済

活
動
を
再
び
活
発
化
さ
せ
る
と

二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
以
前

よ
り
も
増
加
し
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

目
の
前
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

問
題
が
解
決
さ
れ
た
後
に
は
、

地
球
温
暖
化
の
問
題
が
依
然
と

し
て
残
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
深

刻
化
し
て
い
く
と
い
う
事
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
。
コ
ロ
ナ
シ

ョ
ッ
ク
を
有
意
義
な
機
会
と
と

ら
え
、
化
石
燃
料
に
代
替
す
る

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
頼

る
ば
か
り
で
な
く
、
仕
事
の
や

り
方
・
生
活
の
在
り
方
を
大
幅

に
見
直
す
こ
と
に
よ
り
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
抑
え
つ
つ
、
か

つ
経
済
活
動
を
促
進
で
き
る
よ

う
な
方
法
を
模
索
す
べ
き
だ
。

何
年
か
後
に
振
り
返
っ
て
み
て

2
0
2
0
年
の
春
は
、
こ
の
二

つ
の
問
題
を
解
決
さ
れ
、
こ
う

だ
っ
た
と
思
い
出
さ
れ
る
よ
う

な
過
去
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
。

ス
テ
ン
レ
ス
流
通
の
ス

チ
ー
ル
（
本
社
＝
大
阪
府

吹
田
市
、青
山
雅
雄
社
長
）

は
、
本
社
社
屋
を
同
じ
吹

田
市
内
の
近
隣
地
に
新
築

移
転
す
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
に
引
っ
越
し

作
業
を
完
了
し
、
5
月
7

日
か
ら
新
社
屋
で
の
業
務

を
開
始
す
る
。

新
た
に
建
設
し
た
本
社

社
屋
は
、
敷
地
面
積
が
約

4
8
0
平
方
㍍
、
延
べ
床

面
積
が
約
1
4
8
0
平
方

㍍
の
鉄
筋
5
階
建
て
。
1

階
は
商
談
室
兼
ラ
イ
ヴ
ハ

ウ
ス
、
2
階
は
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
、
休
憩
室
、
3
階
は

営
業
部
、
4
階
は
経
理
部

・
総
務
部
・
シ
ス
テ
ム
部
、

5
階
は
応
接
室
・
会
議
室

で
構
成
。す
べ
て
の
階
に
、

事
務
所
感
を
感
じ
さ
せ
な

い
壁
紙
、
床
、
家
具
を
配

置
し
、「
社
員
と
来
客
者
に

癒
し
の
空
間
提
供
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
設
計
し
た
」（
青

山
社
長
）
と
し
て
い
る
。

【
新
本
社
】

▽
住
所
＝
大
阪
府
吹
田

市
南
金
田
2
―
1
―
12

▽
電
話
＝
06
―
6
3
8

5
―
0
9
5
1
（
従
来
通

り
）▽

Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
06
―
6
3

8
5
―
7
8
8
4
（
〃
）

小
規
模
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
事
業
を
展
開
す

る
リ
ノ
ブ
リ
ッ
ジ
（
本
社

＝
東
京
都
新
宿
区
、
伊
藤

敦
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

20
㍍
以
下
の
小
規
模
橋
梁

を
対
象
と
し
た
Ａ
Ｏ
Ｓ
工

法
の
施
工
実
績
が
累
計
1

0
0
橋
梁
を
突
破
し
た
と

発
表
し
た
。
従
来
工
法
と

同
等
の
品
質
を
保
持
し
な

が
ら
、
15
％
以
上
の
コ
ス

ト
低
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。

Ａ
Ｏ
Ｓ
（
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ

Ｅ
―
Ｇ
Ｅ
Ｌ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｍ
）
工
法
は
、
こ
れ
ま

で
個
別
に
構
成
さ
れ
て
い

た
橋
面
防
水
と
桁
端
部
の

防
水
を
一
体
的
な
止
水
層

で
構
成
す
る
革
新
的
な
止

水
構
造
を
持
つ
工
法
で
、

国
土
交
通
省
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
に
も
登
録
（
Ｃ
Ｂ
―
1

7
0
0
2
1
―
Ａ
）
さ
れ

て
い
る
。

道
路
橋
床
版
防
水
、
埋

設
型
伸
縮
装
置
そ
れ
ぞ
れ

の
性
能
照
査
試
験
に
準
拠

し
て
い
る
ほ
か
、
高
温
溶

融
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
材

料
の
取
り
扱
い
が
な
く
、

常
温
で
容
易
に
施
工
で

き
、
ア
ン
カ
ー
打
設
や
鉄

筋
溶
接
な
ど
の
施
工
技
術

も
不
要
と
な
る
。

同
社
で
は
、
2
0
1
7

年
2
月
に
岐
阜
市
の
橋
梁

耐
震
補
強
工
事
（
福
光
西

橋
）
で
初
施
工
し
て
以
来

順
調
に
実
績
を
伸
ば
し
、

20
年
3
月
末
出
荷
分
ま
で

で
1
0
1
橋
梁
を
突
破
。

特
に
19
年
度
の
施
工
橋
梁

数
は
63
橋
梁
と
な
り
、
18

年
度
比
約
2
・
6
倍
を
記

録
し
た
。

現
在
、
施
工
都
道
府
県

は
26
県
に
上
っ
て
お
り
、

Ａ
Ｏ
Ｓ
工
法
の
革
新
性
が

全
国
規
模
で
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。
同
社
で
は
、

引
き
続
き
同
工
法
の
普
及

に
注
力
す
る
と
と
も
に
、

小
規
模
イ
ン
フ
ラ
補
修
に

適
し
た
工
法
・
材
料
の
開

発
や
取
り
扱
い
製
品
の
拡

充
に
取
り
組
む
考
え
だ
。

【
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
・

ロ
イ
タ
ー
時
事
】
南
ア
フ

リ
カ
政
府
は
16
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

実
施
し
て
い
る
全
国
的
な

封
鎖
措
置
の
期
間
中
、
炭

鉱
の
操
業
に
つ
い
て
、
生

産
能
力
の
最
大
50
％
ま
で

を
許
可
す
る
改
正
規
制
法

を
発
表
し
た
。

政
府
は
こ
れ
ま
で
、
大

半
の
地
下
鉱
山
や
製
鉄
所

に
対
し
、
封
鎖
期
間
中
は

国
営
電
力
会
社
エ
ス
コ
ム

へ
の
石
炭
供
給
を
除
き
、

管
理
や
補
修
な
ど
に
注
力

す
る
よ
う
命
じ
て
い
た
。

し
か
し
鉱
山
労
働
者
ら

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
査

や
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら

の
生
産
再
開
を
許
可
す
る

よ
う
政
府
に
陳
情
し
て
い

る
。南

ア
フ
リ
カ
は
世
界
最

大
の
ク
ロ
ム
鉱
石
の
生
産

国
で
、
白
金
は
世
界
供
給

の
70
％
を
占
め
て
い
る
。

他
の
鉱
物
や
金
属
の
主
要

生
産
国
で
も
あ
る
。

同
国
で
は
3
月
27
日
に

封
鎖
が
始
ま
り
、
4
月
末

ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
封
鎖
措
置
に
よ

る
一
部
企
業
の
生
産
計
画

縮
小
や
不
可
抗
力
条
項
宣

言
で
世
界
の
コ
モ
デ
ィ
テ

ィ
ー
市
場
は
打
撃
を
受
け

て
い
る
。

マ
ン
タ
シ
ェ
鉱
物
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
相
は
記
者
会

見
で
、
政
府
と
し
て
も
封

鎖
期
間
延
長
中
に
一
部
の

炭
鉱
が
閉
鎖
さ
れ
た
場
合

の
供
給
不
安
の
可
能
性
を

認
識
し
て
い
る
と
述
べ

た
。そ
の
上
で「
改
正
法
で

は
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
と
り
わ
け
深
部

で
の
採
掘
に
関
し
て
で
、

も
し
炭
鉱
従
事
者
が
長
時

間
一
人
で
そ
こ
に
残
さ
れ

た
場
合
、
安
全
に
問
題
が

出
て
く
る
」と
語
っ
た
。南

ア
フ
リ
カ
の
鉱
山
の
一
部

は
採
掘
現
場
が
世
界
で
最

も
深
く
、
深
さ
が
約
4
㌔

に
達
す
る
も
の
も
あ
る
。

南
ア
フ
リ
カ
鉱
業
会
議

所
は
改
正
案
を
歓
迎
し
、

バ
ク
ス
タ
ー
最
高
経
営
責

任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
「
政

府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
戦

い
な
が
ら
経
済
活
動
を
可

能
に
す
る
実
用
的
で
現
実

的
な
方
法
を
受
け
入
れ

た
」
と
語
っ
た
。

改
正
法
で
は
、
操
業
再

開
と
条
件
付
き
の
生
産
、

労
働
者
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク

や
隔
離
施
設
の
有
無
、
従

事
者
ら
の
移
動
手
段
の
手

配
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

南
ア
政
府
に
よ
る
と
、

徐
々
に
毎
週
、
規
則
に
従

っ
て
封
鎖
措
置
に
伴
う
規

制
を
緩
和
し
て
い
く
方
針

と
い
う
。

千
葉
県
は
こ
の
ほ
ど
、

工
業
振
興
功
労
者
・
科
学

技
術
功
労
者
表
彰
の
受
賞

者
を
発
表
し
、
鉄
鋼
・
金

属
関
連
業
界
か
ら
野
水
俊

夫
・
野
水
鋼
業
会
長
や
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、
日
本
製

鉄
の
製
鉄
所
関
係
者
な
ど

が
受
賞
し
た
。

野
水
俊
夫
氏
は
、
白
井

工
業
団
地
協
議
会
の
代
表

理
事
な
ど
を
務
め
、
産
学

連
携
支
援
や
地
元
高
校
と

も
連
携
し
た
人
材
確
保
支

援
な
ど
に
長
年
尽
力
し
、

貢
献
し
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
の
中

田
守
氏
（
東
日
本
製
鉄
所

〈
千
葉
地
区
〉環
境
・
防
災

部
主
任
部
員
）
は
、
製
鉄

所
の
環
境
管
理
業
務
に
長

年
従
事
、
環
境
負
荷
軽
減

を
推
進
す
る
な
ど
貢
献
。

日
本
製
鉄
の
野
田
辰
治

氏
（
東
日
本
製
鉄
所
製
銑

部
君
津
コ
ー
ク
ス
工
場
環

境
防
災
係
長
）
は
、
製
鉄

所
の
環
境
防
災
業
務
に
長

年
従
事
、
環
境
改
善
を
進

め
貢
献
し
た
。

日
本
製
鉄
の
末
榮
二
氏

（
東
日
本
製
鉄
所
製
銑
部

君
津
高
炉
工
場
嘱
託
）は
、

製
鉄
所
の
環
境
保
全
業
務

に
長
年
従
事
し
、
安
全
環

境
防
災
管
理
な
ど
で
貢
献

し
た
。

千
葉
県
溶
接
協
会
の
会

長
な
ど
を
務
め
、
溶
接
技

術
の
向
上
や
普
及
な
ど
に

尽
力
し
た
多
田
匡
冶
氏

（
二
宮
産
業
元
顧
問
）
も

受
賞
し
た
。

一
方
、
科
学
技
術
功
労

者
表
彰
で
は
、
秦
研
二
・

ハ
イ
テ
ッ
ク
精
工
取
締
役

事
業
部
長
が
「
工
作
機
械

主
要
部
品
の
高
精
度
、
部

分
熱
処
理
技
術
の
開
発
」

の
功
績
に
よ
り
受
賞
。
工

作
機
械
の
主
要
部
品
な
ど

に
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る

技
術
と
し
て
貢
献
が
認
め

ら
れ
た
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
表
彰
式
・
贈
呈

式
は
中
止
と
な
り
、
賞
状

な
ど
は
直
接
受
賞
者
に
送

ら
れ
る
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
ズ

（
本
社
＝
東
京
都
港
区
、

西
崎
宏
社
長
）
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
受
け
、
今
月
23
日

に
予
定
し
て
い
た
2
0
2

0
年
3
月
期
の
決
算
説
明

会
を
中
止
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
決
算
短
信
お
よ
び

説
明
会
資
料
は
同
日
午
後

2
時
に
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
す
る
。

大
阪
ス
テ
ン
レ
ス
流
通

協
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、

5
月
27
日
開
催
予
定
の
定

時
総
会
お
よ
び
5
月
23
日

開
幕
予
定
の
第
37
回
親
善

野
球
大
会
を
そ
れ
ぞ
れ
中

止
す
る
。

な
お
、
定
時
総
会
書
面

審
議
に
つ
い
て
は
、
5
月

20
日
ご
ろ
に
正
会
員
に
対

し
て
書
面
審
議
を
送
付
す

る
と
し
て
い
る
。

マ
ッ
ク
ス
は
17
日
、
28

日
に
行
う
予
定
だ
っ
た
2

0
2
0
年
3
月
期
連
結
決

算
発
表
を
5
月
13
日
に
延

期
す
る
と
発
表
し
た
。
同

社
の
マ
レ
ー
シ
ア
連
結
子

会
社
の
Ｍ
Ａ
Ｘ

Ｆ
Ａ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
Ｍ
）
Ｓ

Ｄ
Ｎ

Ｂ
Ｈ
Ｄ
が
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
に
よ
る
活
動
制

限
令
の
影
響
で
決
算
手
続

き
が
遅
延
し
て
お
り
、
当

初
計
画
し
た
期
日
ま
で
に

連
結
決
算
の
確
定
が
困
難

と
判
断
し
た
。

日
鉄
Ｓ
Ｇ
ワ
イ
ヤ
は
、

5
月
7
日
に
開
催
予
定
だ

っ
た
第
13
回
日
鉄
Ｓ
Ｇ
ワ

イ
ヤ
地
域
社
会
貢
献
賞

（
ス
ズ
キ
・
ガ
ル
ピ
ッ
タ
ン

・
ア
ワ
ー
ド
）
の
表
彰
式

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
中

止
す
る
と
決
定
し
た
。
な

お
、
同
賞
を
授
与
す
る
団

体
の
選
定
は
例
年
通
り
行

わ
れ
る
。

京
都
府
溶
接
協
会
（
山

本
康
弘
会
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
5
月
16
日
に
開
催
予

定
だ
っ
た
「
2
0
2
0
年

度
京
都
府
溶
接
技
術
競
技

会
」
を
中
止
す
る
と
発
表

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
の
発
令
を
受
け

て
、
選
手
や
関
係
者
の
安

全
と
健
康
に
配
慮
し
、
競

技
会
を
開
催
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
判
断
。併
せ
て
、

競
技
会
後
に
開
催
し
て
い

た
表
彰
式
も
行
わ
な
い
と

し
た
。

共
英
製
鋼

（
6
月
26
日
付
）

■
監
査
役
の
異
動

▽〔
新
任
〕社
外
監
査
役﹇
非

常
勤
﹈
松
田
浩

▽
退
任
（
社
外
監
査
役
﹇
非

常
勤
﹈）塚
本
治

【
名
古
屋
】
大
同
特
殊

鋼
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の

大
同
興
業
名
古
屋
支
店
に

勤
務
す
る
社
員
1
人
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
い
る
こ
と
が
、

15
日
判
明
し
た
と
発
表
し

た
。
現
在
、
医
療
機
関
に

入
院
し
て
お
り
容
態
は
安

定
し
て
い
る
と
い
う
。

す
で
に
社
内
や
取
引
先

関
係
者
な
ど
に
濃
厚
接
触

者
が
い
な
い
こ
と
を
確

認
、
接
触
し
た
可
能
性
の

あ
る
人
へ
の
連
絡
も
済
ま

せ
た
。
同
社
名
古
屋
支
店

は
、
今
月
6
日
か
ら
在
宅

勤
務
を
基
本
と
す
る
体
制

と
し
て
お
り
、
感
染
が
確

認
さ
れ
た
社
員
は
7
日
以

降
、
オ
フ
ィ
ス
に
は
出
社

し
て
い
な
い
が
、
勤
務
場

所
や
共
用
ス
ペ
ー
ス
は
一

時
閉
鎖
し
、
16
日
に
消
毒

を
行
っ
た
。

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ

感感
染染
拡拡
大大
対対
応応

新型コロナウィルスは、
地球温暖化対策に転換をもたらすか？

日本鋳造社長

鷲尾勝氏

日刊産業新聞20.4.20

市
中
、先
安
恐
れ
出
荷
進
む

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
（
常
務
執
行
役
員
）

か と う ひろし

加藤洋氏

い い の さとる

飯野聡氏

ステンレス・特殊鋼本部長

JFE商事鉄鋼建材社長
北海道・東北・新潟・静岡・
北陸・岡山・四国支店担当

Ａ
Ｏ
Ｓ
工
法
の
作
業
風
景

存
在
感
の
あ
る
組
織
に

�
プ
ラ
スα
�で
商
機
探
る

よ し だ や す し

吉田靖志氏

なかむら ゆきもり

中村行盛氏

第一原料本部長

グループ事業統括部、
不動産部、川商フーズ担当

原
料
調
達
機
能
を
向
上

現
場
と
の
バ
ラ
ン
ス
取
る

おにざわ とおる

鬼澤徹氏

の ざ わ な お き

野澤直樹氏

総務部、人事部、監査部、
ISO環境監査部担当

第二原料本部長

「
連
結
人
事
」重
要
テ
ー
マ

経
験
を
グ
ル
ー
プ
に
還
元


